
 まず、大変お忙しい中、保護者アンケートに回答いただきましたことについてお礼申し上げます。 

 さて、全体の結果は、右の表の矢印の 

列をご覧ください。各項目で肯定的な評 

価をいただいた割合を示しております。 

全 19項目中、肯定的な評価が 90％を超 

えているのが、「楽しい学校」等 12項目 

でした。本年度前期との比較では、「楽 

しい学校」、「あいさつ」、「豊かな心」の 

３項目が向上しています。様々なイベン 

トの開催や、あいさつ運動、学級や学年 

の経営の充実、児童の人間関係の構築に 

取り組むとともに、学校と家庭との連携 

が密にできたことの成果であると思って 

おります。 

 一方、肯定的な評価が 80％に達してい 

ない項目は、「家庭読書」と「情報公開 

（ホームページ）」の２項目です。「情報 

公開」につきましては、令和３年度から 

ホームページの更新の充実を始めて、肯 

定的な評価は急激に高まりましたが、そ 

の後は横ばい状態が続いております。今 

回、ホームページもリニューアルされま 

したので、この機会に一度、本校のホー 

ムページをご覧いただきたいと思います。 

基本的には、毎日更新をしております。また、ブログでは不鮮明な写真も「〇月〇日の写真集」と

して PDFファイルでアップしております。過去の記事もご覧になれますので、ぜひ一度、ご覧いた

だけますようご案内申し上げます。 

 「家庭読書」につきましては、毎回、低下の傾向が続いており、今回も大幅に肯定的な評価を下

げることになってしまいました。学校としましても、数々の取組を工夫して家庭での読書の啓発を

行っておりますが、低下に歯止めがかけられない状態です。インターネットで本を読むということ

が増えた時代ですので、「本を読む」という概念自体を変えなければならない時が来ているように

も感じます。このことは、今後の課題として、熟考させていただきます。 

  

 

                                      

 

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たくさんのご意見をいただきました。主なご意見を紹介し、学校として回答が必要と判断したことにつきましては、

「→」以後に学校としての見解を記しております。なお、個別の学級や個人に関するものは掲載しておりません。 

〇 いつも環境整備がされていて、児童のためを思った教育ができている。教員も児童や保護者に親切丁寧に対応してお

り、熱心な方が多い。 

〇 毎日、ホームページを楽しみにしている。 
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〇 運動会や芸能・自慢大会など、児童が自主的に活動したり、思いを主張できたりする機会があってよい。宮田大さん 

 の演奏会が良かったので、今後もプロの演奏等、プロフェッショナルな方が来校する機会があることを望む。 

〇 学校がとても楽しく給食も美味しくて最高だと子どもが言っている。 

〇 読書に関する様々な取組が有難く、子どもが読書好きになった。図書便りの内容も工夫されている。 

〇 詫間小は、担任だけではなく多くの教職員がかかわってくれる環境があって有難い。 

〇 「校長テスト」は、子どものやる気を高めるので続けてほしい。 

〇 教育活動について児童の主体性を大切にしていると感じる。その影響なのか、自己表現ができる児童が多い。 

〇 上級生が積極的に委員会などの活動に取り組んでいるので、その姿を見て下級生もがんばろうと思うようだ。 

〇 自由に過ごすことができる時間の確保や遊びの環境整備ができていてよい。 

〇 焼き芋などの体験活動が比較的多いと喜んでいる。 

● 来年度からの国際バカロレア教育導入で、今まで通り丁寧に指導が行われ基礎学力が定着するのかが不安。→３月７ 

 日に「国際バカロレア教育保護者説明会」がありますので、そこで具体的にどのような教育が行われるか説明いたしま 

す。当日、欠席されても資料は長子を通じてお配りいたします。 

● うさぎの多頭飼育が気になる。対策が必要ではないか。→獣医の指導で雌雄を分けて飼育していますが、雌雄が交ざ 

 ってしまうことがあります。定期的に、適正な数になるよう引き取ってもらう等の対策を講じております。 

● 髪の毛を様々な色に染めている、パーマをかけている児童が増えてきた。他校の保護者の間でも噂になっている。校 

則を新たに作るべきだ。→教育委員会にも相談しましたが、世の中の流れから、校則を新たに加えることは難しいです。

小学生の段階では、保護者の責任において頭髪についてはご家庭で指導いただくことに変わりはありません。このよう

な意見があることは、学校として全保護者にお伝えしております。そのことも含めてご家庭で指導いただいていること

と承知しております。 

● 子ども会の役員が決まらず無理やり兼任した。子ども会行事も見直しが必要だ。→子ども会育成会に伝えます。 

● 親子給食の保護者の給食は、かなり冷めていた。２クラス合同であったので、席が非常に近かった。クラス単位で行 

 うことはできないか。→以前は、３クラス合同でしていましたが、コロナ禍以来、最大２クラスまでにしています。調 

 理の都合上、できれば１日（２日まで）で行いたいです。席の間隔についてはできるだけ配慮します。親子給食では、 

お子様の配膳の様子も見ていただきたいので、保護者の方の給食を先に配膳することになります。どうしても冷めてし 

まいますが、ご理解いただけたら幸いです。 

● 参観日を減らしてもいいと思う。→ＰＴＡに伝えます。 

● 挨拶ができない児童がとても多く、交通指導の時に、児童から挨拶をしてくることはない。挨拶は防犯対策にもなる 

 のでしっかりと指導してほしい。→本校の生徒指導部で取組を検討し指導を継続していきます。ご家庭でも挨拶につい 

てご指導いただけたら、いっそう効果が上がると存じます。 

● ＰＴＡ学級懇談会の参加者を増やしたり、保護者同士での意見交換をさせたいなら、担任の教育方針を聞いたり、匿 

名の回答を担任が読み上げたりする等、懇談会の仕方を検討すべきだ。→ＰＴＡに伝えます。 

● 遅い時間に忘れ物を取りに行った時、「事務室まで」と看板に書いているのに、人がいるのに鍵がしまっていて対応 

 が悪い。対応できないなら「職員室まで」としたらどうか。→不快な思いをさせてしまったこと申し訳なく思います。 

今後は、事務職員の勤務時間終了後の、16:30 以後は、事務室の受付を終了し、職員室の対応とさせていただきます。

来校された際、事務室のカーテンが閉まっていて、「職員室までお願いします。」との表示がありましたら、大変ご面倒

をおかけしますが、職員室のドアを開けてお声掛けをお願いいたします。 

● 登校時刻が 7:30 からは早過ぎる。7:40 以降がよい。→今年度から、朝の放送は 7:57（昨年度までは 7:50）にする

よう変更しています。したがって、登校完了は 7:55を目途にお願いしております。集団登校の登校班で相談いただき、

出発時刻を調整いただき、学校到着が 7:40過ぎになるようにしていただけたらと思います。 

  

 

 

 

※ 「真鍋校長の独り言」は、次回の学校便りで掲載する予定です。 

 

 


